
～ウォーカブルなまちづくり～
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小山市 まちづくり推進課

【市民フォーラム】



・西口は、

文化・商業の中心として発展してきたが、人口減少が著しい

近年、

・中央自由通路、駅東口新駅前広場の整備による利便性の向上

・再開発事業等を柱とした「まちなか居住」の推進
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１．小山駅西口周辺の状況

一定の効果はあるものの、
〇大幅な人口増加とはならず
〇まちなか経済の活性化には至らず
〇空き店舗や駐車場が目立つ

地区の賑わいが
失われている
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駅周辺の未利用地（駐車場等）の配置状況
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低未利用地（駐車場等）の状況

空き店舗等の状況
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２．”ウォーカブルなまちづくり”とは？

「居心地が良く歩きたくなる」 場所づくり

そのために
出 会 い の 場
交 流 の 場
滞 在 の 場

空き店舗が
多い

歩いている人
がいない

活気がない

通り過ぎる
だけ 人口減少

どうして？

人が通過する
だけの場所

まちなかを
目的地
にする

改変
街路、公園、
水辺、広場、

空地

対 策

国が考える方策

“まちなか”で何が起きている？

必 要
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ウォーカブルなまちづくり
これらの取組みを総称して
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ウォーカブル とは？

Walk Able 歩きたくなる

まちなかを人中心の
『居心地がよく歩きたくなる』
場所へ転換する

ウォーカブル
なまちづくり
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ウォーカブルなまちづくり

変化の要因 ： 社会・経済状況の変化
価値観・ライフスタイルの多様化

「施設自体に価値」 「アクティビティがもたらす価値」

・人にとって居心地が良いか

・人との関係性が生まれるか

・魅力的・刺激的な経験ができるか

■まちなかのまちづくりの考え方の変化

・必要最低限な機能
を有しているか

・規格・基準は守られ
ているか

今までのまちづくり

重要視！ 重要視！

活動物
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■まちなかのまちづくりの進め方

『「空間」・「機能」確保のための開発』から『「価値」・「持続性」を高める複合的更新』へ
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小山市では、国土交通省の考えに賛同し、ウォーカブルなまちづくりを共に
推進するため、『ウォーカブル推進都市』に令和元年８月に参画し、再開発を
柱とした「まちまか居住の推進」と併せて、住む人、来訪する人が「居心地が
良く歩きたくなる」まちなかづくりとして、ウォーカブルなまちづくりを積極的に
推進しています。

３．小山市の取組み

栃木県小山市
県内は、他4市町



〇まちなか居住推進事業（再開発事業等）
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西口
●城山町三丁目第一地区（完成）
●城山町二丁目第一地区（完成）
●城山町三丁目第二地区（計画中）

東口
●駅東通り一丁目対一地区（完成）

〇ウォーカブル推進事業（まちなかの魅力磨き上げ事業）

西口
●街路空間の活用
●空き地・空き家の活用
●水辺（思川）の活用
●公園緑地・歴史資源の整備・活用

（＃テラスオヤマ）
（まちのプロムナード、空き家のリノベーション）
（思川の水上スポーツ（ＳＵＰ等）
（城山公園、おやま御殿広場の活用）

ウォーカブルなまちづくりに向けた市の取組み



水辺活用
ゾーン

小
山
駅

思

川 御殿広場

オープンテラス社会実験
（＃テラスオヤマ）

エリア内の公園緑地・歴史
資源の整備・活用

広場の活用の検討

水辺イベントの実施

城山町三丁目第二地区
市街地再開発事業

御殿広場活用

城山(祇園城）公園
再整備事業

③駅東通り一丁目第一地区
市街地整備事業

②城山町二丁目第一地区
市街地再開発事業

①城山町三丁目第一地区
市街地再開発事業

エリア内の空き地、空き家の活用

空きビル・空き家の
リノベーション

祇園城通り空き地
の活用事業

エリア内の街路空間の活用

城山公園
（祇園城公園）

①

白鷗大学

水辺（思川）の活用

②

③

再開発事業等とウォーカブルなまちづくりの取組み



栃木土木事務所の協力の下、祗園城通りの一部歩道をオ－プンテラス化する社会実験

「＃テラスオヤマ」を5回にわたり実施してまいりました。その効果は、次の通りです。
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■ウォーカブルなまちづくり 「＃テラスオヤマ」の効果

① 歩行者数調査結果 ② 「＃テラスオヤマ」参加店舗

祗園城通りの歩行者数
2,247名（H30.10）→2,696名（R1.10）
→20％増と賑わい創出に貢献

コロナ禍の影響
→R1.10からR2.10の減少傾向

最近は、再び増加傾向に転換

当初参加店舗 ４店舗
この取組みへの理解が拡がり、

追加参加店舗 ５店舗
新規出店舗 ４店舗
現在は、 １３店舗に拡大
→空き店舗への出店が促進
→エリア価値向上

2,247

2,368

2,696

2,331

2,122

2,400

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

H30.10 H31.3 R1.10 R2.3 R2.10 R3.3

単位：人
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テラスオヤマ
の実施状況



平成２５年６月にサクラコモンが完成、令和２年９月に小山イーストクロスが完成、令和３年４月

には小山アトラスタワー城山町が完成し、各々、都市景観の向上、定住人口増加への貢献等の

効果が現れております。
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■市街地再開発事業等の効果

① 小山駅西口 〇参考 小山駅東口

●城山サクラコモン
H25.3に完成
１３３戸 約３００名の人口増加

●アトラスタワー小山城山町
R3.4に完成
１４４戸 約１８０名の人口増加
（R3.6現在）

●小山イーストクロス
R2.9に完成
１３５戸 約２３０名の人口増加
（R3.6現在）

②事業効果
各マンションとも、
・約半数が、市外からの移住 → 定住人口の増加

・子育て世帯が多い → 若い世代を中心とした新たなコミュニティ形成

・駅近の立地利便性が購入動機



■ウォーカブルなまちづくりに期待できる効果

歩
行
者
増
加
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周
辺
商
店
売
上
増
加

新
規
出
店
希
望
者
増
加

空
き
店
舗
・空
き
地
解
消

賃
借
料
・地
価
上
昇

このような取組みを展開することで、居心地が良く歩きたくなる空間が
形成されることにより、生み出される好循環

→エリアの価値向上、持続可能性向上に繋がる



旧4号線
両毛線

ハーベストウォーク
建物概形

ハーヴェストウォークのエリア図

まちなかの距離感を実感してもらうために



祇園城通り

国道4号

小山市役所

小山駅周辺地区にハーヴェストウォークのエリアを重ねると

ハーベストウォーク
のエリア図

まちなかの距離感を実感してもらうために



小山駅周辺地区まちづくりプラン
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一定の効果はあるものの、
〇大幅な人口増加とはならず
〇まちなか経済の活性化には至らず
〇空き店舗や駐車場が目立つ

地区の賑わいが
失われている

地区特性を踏まえた課題を共有

市民意向を踏まえ、目指すべきエリアの『ビジョン』を整理

行政主導ではなく、市民・企業・行政が連携 （市民意向の反映）

小山駅周辺地区まちづくりプラン の策定



以上で、
ウォーカブルなまちづくりの説明を
終わりにいたします。

ご清聴ありがとうございました。
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